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平
成
18
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
で
き
る

か
ぎ
り
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

続
け
て
行
け
る
よ
う
支
援
す
る
地

域
支
援
事
業
な
ど
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

国
で
は
、
高
齢
者
人
口
の
全
人

口
に
対
す
る
割
合
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
18
％
で
あ
っ

た
、
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
給

付
に
対
す
る
負
担
割
合
を
19
％
に

改
め
、
第
三
期
事
業
計
画
期
間
か

ら
適
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
人

口
の
増
加
と
と
も
に
、
介
護
保
険

制
度
の
認
定
者
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
を
下
表
の
と
お
り
に
第
三

期
事
業
計
画
期
間
に
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度

ま
で
の
給
付
状
況
を
推
計
し
た
結

果
、
本
市
の
介
護
保
険
制
度
を
適

正
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
ど

う
し
て
も
必
要
な
ご
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
18
年
度
、
平
成
19

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
制
改

正
に
よ
る
所
得
段
階
の
変
更
に
伴

う
保
険
料
負
担
の
増
加
を
抑
え
る

た
め
、
下
表
の
と
お
り
、
一
部
の

要
件
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
人

は
、
本
来
納
め
る
べ
き
保
険
料
の

金
額
を
一
定
の
割
合
で
軽
減
さ
れ

る
負
担
緩
和
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
介
護
保
険
料
普
通

徴
収
の
最
初
の
納
期
は
７
月
で
す
。

以
後
２
月
ま
で
毎
月
が
納
付
月
と

な
り
、
８
回
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
の
人
（
年
金

か
ら
保
険
料
が
直
接
引
か
れ
る
被

保
険
者
）
は
、
偶
数
月
に
６
回
に

分
け
て
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の

天
引
き
と
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課☎

㉕
１
７
１
９

新
た
な
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

◆
保
険
料
の
納
期
は

　
　

７
月
か
ら
で
す

　

平
成
18
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
第
三
期
事
業
計
画
期
間
（
平
成
18
〜
20
年
度
）

に
入
り
ま
す
。
制
度
発
足
当
初
に
み
ら
れ
た
制
度
利
用
の
敬
遠
も
年
を
追
う
ご
と
に
弱

ま
り
、
今
で
は
誰
も
が
必
要
な
時
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
期
事
業
計
画
期
間
に
お
い
て
は
、
制
度
全
体
を
見
直
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

の
保
険
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者（

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者（
6565
歳
以
上
）の

歳
以
上
）の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

新　　負　　担　　区　　分 保険料（年額）

第１段階
生活保護受給者の人
老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
市町村民税非課税の人

19,800円 税制改正前
の負担区分

負担緩和後の保険料
（年額）

第２段階
世帯全員が市町村民税非課税で、前
年の合計所得金額と課税年金収入
の合計が80万円以下の人

19,800円
18年度 19年度

第１段階 26,100円 32,800円

第３段階 世帯全員が市町村民税非課税で、第
２段階に該当しない人 29,700円

第２段階 26,100円 32,800円

第３段階 32,800円 36,000円

第４段階
世帯の誰かに市町村民税が課税さ
れているが、本人は市町村民税非課
税の人

39,600円
第１段階 29,700円 39,600円

第２段階 29,700円 39,600円

第５段階 本人が市町村民税の課税者で、前年
の合計所得金額が200万円未満の人 49,500円

第３段階 36,000円 42,700円

第４段階 42,700円 45,900円

第６段階 本人が市町村民税の課税者で、前年
の合計所得金額が200万円以上の人 59,400円

※ただし新負担区分の第５段階で負担緩和
措置の対象になるのは、前年の合計所得金
額が125万円以下で、平成17年１月１日現
在で65歳以上の人です。
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市
役
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
人
事

異
動
を
発
令
し
ま
し
た
（
新
採
用
・

退
職
以
外
は
課
長
補
佐
級
以
上
を
掲

載
）。

＊（　

）内
は
旧
職
で
す
。

▽
参
事
兼
企
画
課
長（
課
長
兼
合
併

調
整
係
長
）小
林
和
雄

秘
書
広
報
課
▽
課
長
補
佐
兼
広
報
広

聴
係
長（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
補
佐

兼
情
報
政
策
係
長
）松
嵜
隆
良

企
画
課
▽
課
長
補
佐
兼
政
策
係
長

（
課
長
補
佐
兼
調
整
係
長
）武
政
真
二

▽
課
長
補
佐
兼
調
整
係
長（
秘
書
広

報
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長
）三

ツ
間
重
男

産
業
開
発
室
▽
室
長（
総
務
部
市
民

課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）大
塚
良
二

財
政
課
▽
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

（
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
）春
山

康
壽

情
報
シ
ス
テ
ム
課
▽
課
長
補
佐
兼
情

報
政
策
係
長（
ま
ち
づ
く
り
課
自
治

振
興
係
長
）山
口
健
司

人
権
推
進
課
▽
課
長（
企
画
課
長
補

佐
兼
政
策
係
長
）境
野
広
明

▽
部
長（
人
権
推
進
課
長
兼
男
女
共

同
参
画
係
長
）大
墳
俊
一

課
税
課
▽
課
長（
監
査
委
員
事
務
局

長
補
佐
）柳
田
登

市
民
課
▽
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

（
課
長
補
佐
）福
島
保
雄
▽
課
長
補
佐

兼
記
録
係
長（
企
画
課
主
幹
・
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
）金
井
弘
次

▽
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長（
課
税
課

長
）中
西
守
▽
参
事（
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
）塩
原
正
明

福
祉
課
▽
課
長
補
佐
兼
障
害
者
福
祉

係
長（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）上
野
良
一

介
護
い
き
が
い
課
▽
副
参
事（
児
玉

郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
か
ら
派

遣
）笠
本
正
義

保
育
課
▽
課
長
補
佐
兼
保
育
係
長

（
保
育
係
長
）市
川
一
正
▽
主
幹
兼
藤

田
保
育
所
長（
主
査
）菊
地
京
子
▽
主

幹
兼
久
美
塚
保
育
所
長（
久
美
塚
保

育
所
長
）冨
丘
宮
子
▽
主
幹
兼
共
和

保
育
所
長（
主
査
）矢
島
幸
子

▽
部
長（
参
事
）吉
川
敏
男
▽
参
事

（
部
長
）松
本
真
明

▽
部
長（
建
築
開
発
課
長
）倉
本
優
▽

参
事（
部
長
）今
井
優
夫

建
設
課
▽
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長（
建

築
開
発
課
開
発
指
導
係
長
）出
牛
康

建
築
開
発
課
▽
課
長（
建
設
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
）加
藤
典
義

区
画
整
理
課
▽
課
長（
区
画
整
理
課

副
参
事
）福
島
秀
雄

▽
局
長（
産
業
開
発
室
長
）大
屋
一
彦

総
務
課
▽
課
長
補
佐（
財
政
課
長
補

佐
兼
財
政
係
長
）福
島
一
順

経
済
環
境
課
▽
副
参
事
兼
環
境
推
進

係
長（
課
長
補
佐
兼
環
境
推
進
係
長
）

福
島
健
一
▽
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

（
図
書
館
主
幹
兼
児
玉
分
館
係
長
）鈴

木
伊
佐
男

▽
事
務
局
長（
学
校
教
育
課
副
参
事
）

丸
山
茂
▽
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長

（
生
涯
学
習
課
長
）阿
部
均

学
校
教
育
課
▽
指
導
主
事（
埼
玉
県

か
ら
派
遣
）勝
山
勉

生
涯
学
習
課
▽
課
長
補
佐
兼
生
涯
学

習
係
長（
福
祉
課
長
補
佐
兼
障
害
者

福
祉
係
長
）須
賀
正
樹
▽
課
長
補
佐

兼
中
央
公
民
館
係
長（
総
務
部
市
民

課
記
録
係
長
）浅
香
浩
延

体
育
課
▽
副
参
事（
保
育
課
副
参
事

兼
藤
田
保
育
所
長
）中
沢
廣
志

図
書
館
▽
主
幹
兼
児
玉
分
館
係
長

（
経
済
環
境
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

清
水
高
広

監
査
委
員
事
務
局
▽
事
務
局
長
補
佐

（
議
会
事
務
局
議
事
係
長
）阪
上
賢
司

▽
部
長（
拠
点
整
備
推
進
局
長
）山
田

功
次

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

▽
企
画
財
政
部
副
参
事（
行
政
管
理

課
副
参
事
）塩
原
博

本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
へ

▽
企
画
財
政
部
副
参
事（
区
画
整
理

課
長
）恩
田
高
治
▽
企
画
財
政
部
主

幹（
企
画
課
主
幹
）遠
藤
日
出
夫

介
護
い
き
が
い
課 

四
方
田
住
樹 

建
設
課 

土
屋
香
織 

文
化
財
保
護
課 

松
本
完

▽
中
沢
敏（
総
務
部
長
）▽
揖
斐
龍
一

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）▽
斎
藤
好

訓（
水
道
部
長
）▽
高
草
木
文
雄（
拠

点
整
備
推
進
局
次
長
）埼
玉
県
へ
▽

木
村
和
雄（
健
康
福
祉
部
副
参
事
）▽

立
花
勲（
総
務
課
副
参
事
）▽
福
島
慎

治（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）埼
玉
県

へ
▽
関
谷
梅
子（
保
育
課
主
幹
兼
本

泉
保
育
所
長
）▽
茂
木
金
作（
生
涯
学

習
課
長
補
佐
兼
中
央
公
民
館
係
長
）

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
▽

吉
岡
茂
夫（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）▽

岡
廣（
秘
書
広
報
課
主
査
）▽
小
森
喜

久
江（
課
税
課
主
査
）▽
毛
呂
文
夫

（
生
涯
学
習
課
主
査
）▽
倉
林
昭（
建

設
課
技
能
員
）▽
酒
井
百
合
子（
児
玉

教
育
課
調
理
員
）

４
月
１
日
付　

異
動

企
画
財
政
部

総
務
部

健
康
福
祉
部

経
済
環
境
部

都
市
整
備
部

拠
点
整
備
推
進
局

児
玉
総
合
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局

水
道
部

４
月
１
日
付　

派
遣

４
月
１
日
付　

新
採
用

３
月
31
日
付　

退
職

市
役
所
の

市
役
所
の人

事
異
動

人
事
異
動

　

警
察
官
や
消
防
士
な
ど
危
険
性
の
高
い
業
務
に
従
事
し
、
社
会
に

貢
献
し
た
人
に
授
与
さ
れ
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
４
月
７

日
付
で
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
次
の
お
二
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
各
氏

瑞宝単光章
長谷部 武二 氏
（児玉町金屋）

瑞宝単光章
塩原 紘光 氏
（下野堂）


